
会
長
講
演

出
来
て
い
た
。
私
唾

持
つ
様
に
な
っ
た
。

今
回
は
、
パ
ビ
ー

今
回
は
、
パ
ビ
ア
大
学
の
多
く
の
解
剖
学
者
の
中
か
ら
、
私
の
専
門
の
耳
鼻
科
に
最
も
関
係
の
深
い
、
ス
ヵ
ル
パ
、
コ
ル
チ
、
ゞ
コ
ル
ジ
に
つ

い
て
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
一
端
を
披
露
し
た
。

シ
日
。
己
。
呼
胃
恩
（
一
七
四
七
’
一
八
三
二
）
は
、
パ
ビ
ァ
大
学
の
解
剖
学
教
授
で
、
後
に
外
科
学
の
教
室
を
開
い
た
人
で
あ
る
。
聴
器
の
研

究
で
有
名
で
、
彼
の
名
の
つ
い
た
内
耳
の
部
分
に
は
、
正
円
窓
膜
（
第
二
鼓
膜
、
ス
ヵ
ル
パ
の
膜
）
、
前
庭
神
経
節
（
ス
ヵ
ル
パ
の
ガ
ン
グ
リ
ォ
ン
）
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
パ
ビ
ア
の
外
科
学
教
室
の
入
口
に
は
、
初
代
ス
カ
ル
・
〈
教
授
か
ら
、
今
日
ま
で
の
教
授
の
名
が
銅
板
に
刻
ま
れ
、
そ
の

歴
史
の
古
さ
に
羨
ま
し
さ
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

中
で
も
、
パ
ビ
ア
大
学
の
本
部
の
方
に
は
、
昔
の
講
堂
と
医
学
博
物
館
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
ス
ヵ
ル
パ
が
作
っ
た
人
体
標
本
の
あ

ら
ゆ
る
部
分
が
乾
燥
し
、
ニ
カ
ワ
で
処
理
さ
れ
て
、
所
せ
ま
し
と
陳
列
し
て
あ
る
。
彼
は
お
そ
ら
く
、
す
ば
ら
し
い
教
育
者
で
あ
っ
た
の
で
あ

パ
ビ
ア
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
最
も
古
い
大
学
の
一
つ
で
、
八
五
○
年
に
は
大
学
の
前
身
が
出
来
、
一
二
五
○
年
に
は
す
で
に
医
学
校
が

来
て
い
た
。
私
は
昭
和
四
十
年
に
、
パ
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
、
古
い
大
学
の
歴
史
の
一
端
に
触
れ
る
事
が
出
来
て
、
以
来
医
学
史
に
興
味
を

イ
タ
リ
ア
。
パ
ビ
ア
大
学
の
解
剖
医
た
ち

（
ス
カ
ル
パ
、
コ
ル
チ
、
ゴ
ル
ジ
）

原
田
康
夫
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次
に
聴
器
の
最
も
大
切
な
部
分
で
あ
る
コ
ル
チ
器
は
、
ど
守
口
ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
昌
（
一
八
一
三
’
一
八
七
六
）
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
彼
は
や
は
り
パ
ビ

ア
大
学
で
学
ん
だ
が
、
ス
カ
ル
パ
が
死
ん
だ
時
に
は
十
歳
で
あ
っ
た
。
彼
の
教
え
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
多
分
、
パ
ニ
ッ
ッ
ア
か

そ
の
弟
子
く
ら
い
の
時
代
の
学
生
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
論
文
は
、
詞
①
。
胃
胃
。
胃
唾
豐
昌
〕
・
侭
騨
目
α
号
５
日
の
烏
吻
冒
画
日
目
国
の
“
・
い

乏
尉
．
Ｎ
Ｏ
Ｃ
国
．
扁
望
に
記
載
さ
れ
、
我
々
は
今
日
、
ラ
セ
ン
器
の
事
を
、
コ
ル
チ
器
と
呼
ん
で
い
る
。
後
に
彼
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
行
き
、

解
剖
学
教
授
に
な
っ
た
と
き
い
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
な
い
。
案
外
、
コ
ル
チ
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。

彼
は
、
大
変
器
用
な
人
で
、
内
耳
の
微
細
解
剖
を
行
っ
て
い
た
が
、
リ
ュ
ゥ
マ
チ
の
多
い
ロ
ソ
、
ハ
ル
ド
地
方
で
生
活
し
て
い
た
た
め
か
、
晩

年
は
リ
ュ
ウ
マ
チ
に
か
か
っ
て
指
が
不
自
由
に
な
り
、
遂
に
故
郷
の
パ
ビ
ア
の
近
く
に
帰
っ
て
、
百
姓
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
○
四
日
三
・
○
○
垣
（
一
八
四
三
’
一
九
二
六
）
で
あ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
、
「
一
ル
ジ
は
、
フ
ク
ロ
ウ
の

小
脳
を
渡
銀
染
色
し
て
観
察
し
て
い
る
際
に
、
プ
ル
キ
ソ
ェ
細
胞
体
内
に
存
在
す
る
、
網
状
構
造
を
発
見
し
て
、
一
九
○
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ゴ
ル
ジ
装
置
で
あ
る
。
現
在
、
パ
ビ
ァ
大
学
の
病
院
の
入
口
に
は
彼
の
胸
像
が
安
置
さ
れ
て
あ
り
、
解
剖
学
教
室

伝
え
た
か
２

た
の
で
あ
る
。

ろ
う
。
そ
の
人
体
標
本
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
、
形
態
は
生
き
生
き
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
も
観
察
す
る
事
が
出
来
る
様
に
胸

部
、
腹
部
の
臓
器
が
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で
切
断
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
聴
器
に
関
し
て
は
、
ド
リ
ル
も
な
い
時
代
に
、
複
雑
な
骨
迷

路
の
標
本
を
い
く
つ
も
作
っ
て
お
り
、
更
に
は
木
で
大
き
な
模
型
ま
で
作
っ
て
い
る
。

こ
の
博
物
館
で
最
も
驚
く
べ
き
事
は
、
彼
の
生
首
と
足
が
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
ス
カ
ル
。
〈
は
死
後
一
旦
埋

葬
さ
れ
た
が
、
弟
子
の
．
ハ
ニ
ッ
ッ
ァ
に
よ
り
掘
り
起
こ
さ
れ
、
解
剖
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
。
何
故
、
先
生
の
首
を
残
し
た
か
に
つ
い
て
は
二

つ
の
説
が
あ
り
、
現
在
で
も
ど
ち
ら
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
先
生
で
あ
っ
た
の
で
、
弟
子
の
パ
ニ
ッ
ッ

ァ
に
よ
り
首
と
足
が
恨
み
を
こ
め
て
切
り
お
と
さ
れ
、
保
存
さ
れ
た
と
い
う
説
と
、
も
う
一
つ
は
、
あ
ま
り
に
も
偉
大
な
先
生
の
顔
を
後
世
に

伝
え
た
か
っ
た
と
い
う
説
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ
ニ
ッ
ッ
ァ
の
お
蔭
で
、
偉
大
な
ス
カ
ル
・
〈
先
生
の
顔
に
私
は
何
度
か
対
面
出
来
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に
は
当
時
の
プ
レ
・
ハ
ラ
ー
ト
も
残
っ
て
い
る
。
組
織
学
と
病
理
学
の
教
授
と
し
て
、
パ
ビ
ァ
大
学
の
最
も
誇
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。
彼
等
の
仕

事
が
、
日
本
の
医
学
に
ど
の
様
に
影
響
し
た
か
を
知
る
事
も
興
味
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
三
人
物
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
、
当
時
の
彼
等
の
研
究

が
、
今
日
の
電
子
顕
微
鏡
の
発
達
に
よ
っ
て
、
い
か
に
詳
細
に
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
示
し
た
。

（
広
島
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
）
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